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2. 有吉紅也・森本浩之輔・鈴木基 
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7. 今日の治療指針 2020 年版「糸状虫症(フィラリア症)」森本浩之輔 
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

    0  2   1     6    3    12 

 

社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

有吉紅也：教授 評議員 日本内科学会 

有吉紅也：教授 評議員 日本感染症学会 

有吉紅也：教授 監事 日本熱帯医学会 

有吉紅也：教授 監事 日本感染症学会西日本地方会 

有吉紅也：教授 臨床疫学上席専門家 日本臨床疫学会 

有吉紅也：教授 感染症対策委員会委員 長崎県 

有吉紅也：教授 特定疾患対策協議会委員 長崎県 

有吉紅也：教授 予防接種健康被害調査委員会 長崎県 

有吉紅也：教授 エイズ・性感染症専門部会部会長 長崎県 

有吉紅也：教授 教職員結核審査委員会委員 長崎県 

有吉紅也：教授 指定難病審査会委員 長崎県 

有吉紅也：教授 編集委員 Tropical Medicine and Health 

久保嘉直・准教授 委員 長崎県教育委員会高大連携推進委員会 

久保嘉直・准教授 編集委員 Frontiers in Microbiology 

 

競争的資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 
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有吉紅也・教授 日本医療研究開発機構（AMED）研

究費 

分担 「ダニ媒介性細菌感染症の総合的な対策に

向けた研究」 

有吉紅也・教授 日本医療研究開発機構（AMED）研

究費 

分担 「病理学的アプローチによる先天性感染

症・原因不明感染症診断法の開発」 

森本浩之輔・准教

授 

学術研究助成基金助成金 代表 「肺胞マクロファージの小胞体ストレスは

肺線維化の治療ターゲットとなりうるか」 

森本浩之輔・准教

授 

日本医療研究開発機構（AMED）研

究費 

分担 「肺胞蛋白症診療に直結するエビデンス創

出研究：重症難治例の診断治療管理」 

森本浩之輔・准教

授 
日本医療研究開発機構（AMED）研

究費 

分担 「ワクチンによって予防可能な疾患のサー

ベイランス強化と新規ワクチンの創出等に

関する研究」」 

久保嘉直・准教授 学術研究助成基金助成金 代表 「海洋下等動物を利用した HIV 増殖を抑制

する宿主防御因子の同定」 

久保嘉直・准教授 日本医療研究開発機構（AMED）研究

費 

分担 「クルマエビ抗体様蛋白質 Dscam を用いた

診断法の開発」 

有吉紅也・教授 共同研究 代表 「フィリピン・サンラザロ病院に入院する市

中感染菌血症の起因菌と抗菌クスリ感受性

を検討する臨床疫学研究」 

山藤栄一郎・助教 学術研究助成基金助成金 代表 「日本紅斑熱における新たな媒介生物とし

てのヤマビルとその吸血被害の実態」 

 

その他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

有吉 紅也 感染症学 講義 長崎市医師会看護学校 

久保嘉直・准教授 非常勤講師（免疫学） 九州医学技術専門学校 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

山藤栄一郎 日本紅斑熱とツツガムシ

病の臨床・疫学的相違 

Medical 

Tribune 

2019/7/24 ⽇本紅斑熱とツツガムシ病の病像の違

いが世界で初めて明らかになった。 

 

学術賞受賞 

氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

齊藤信夫・客員研

究員 

平成 30 年度日本感染症学会北里柴

三郎記念学術奨励賞 

一般社団法人日本感

染症学会 

Dose-Dependent Negative 

Effects of Prior Multiple 

Vaccinations against Influenza 

A and Influenza B among 

School Children: A Study of 

Kamigoto Island in Japan 

during the 2011/12, 2012/13 and 

2013/14 Influenza Seasons.  

山藤栄一郎・助教 第 93 回日本感染症学会学術講演会

会長表彰受賞講演 

一般社団法人日本感

染症学会 

Distinguishing Japanese Spotted 

Fever and Scrub Typhus, 

Central Japan, 2004- 2015 

 

〇特筆すべき事項 
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① 2019年 11月 16日 国境なき医師団(MSF)日本・長崎大学熱帯医学研究所臨床感染症学分野共催「熱帯医学ワーク

ショップ」有吉紅也・高橋健介ほか 

① 2019年11月23日 “輸入リケッチア症”, 第14回 輸入感染症講習会 2019, 国立国際医療研究センター病院, 東

京,山藤栄一郎 

② 2019年 6月 2日「つつが虫病」の名前の歴史, 第 27回ダニと疾患のインターフェースに関するセミナー, Seminar 

on Akari-Diseases Interface (SADI), 口頭発表, 上天草看護専門学校講堂, 熊本, 山藤栄一郎 

③ 2019 年 4 月 5 日『高齢者肺炎予防のための教育プロジェクト』成人の肺炎球菌ワクチン 今知っておくべきこと

「肺炎球菌性肺炎とワクチン(臨床の知見から)」名古屋 森本浩之輔 

 


